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“The Employment of Mothers of Children with Disabilities”  





 厚生労働省「国民生活基礎調査」によると、18 歳未満の子どもがいる母親の就業率は 2019






















                                                     










































                                                     
4 新聞通信調査会（2009：6）によると、全国紙について保守的イメージが強かったのは読売、産経新聞の
順、革新的イメージが強かったのは朝日、毎日新聞の順で、日本経済新聞はその中間に位置していた。 

















害児 AND 母親」を「朝刊・夕刊」「本紙のみ（朝日）／全国版（読売）」「東京本社発行 5」
の条件下で検索したところ、朝日 309 件、読売 283 件の記事が確認された。これらの記事
を表 1 の基準で選択した結果、対象記事数は朝日 103 件、読売 80 件、対象となった母親は
朝日延べ 150 人、読売延べ 102 人であった 6。1 件の記事に複数人について書かれている場
合があるため、記事本数と母親の人数は一致しない。 
 「障害児 AND 父親」を同条件で検索し、表 1 の「母親」を「父親」に置き換え、同基準
で選択したところ、対象記事は朝日 17 件（内、10 件は母親と重複）、読売 7 件（内、4 件
は母親と重複）、対象となった父親は朝日 18 人、読売 7 人であった。母親と父親を比較す
ると、記事件数では朝日で母親が 85.8％7、読売が 92.0％、人数では朝日で母親が 89.3％、















7 小数点第 2 位を四捨五入した。以下、同様。 































件（対象記事の 17.5％）、読売 8 件（同 10％）、母親の人数は朝日 21 人（対象人数の 14％）、
























「障害児 AND 母親」以外に、両立への言及が推測されるキーワードを検索し 9、母親の
就労と無関係な記事、重複記事、制度解説等を除き、朝日では A-3（障害児 AND 親 AND
働）、A-4（障害児 AND 親 AND 仕事）、ａ-3（障害児 AND 親 AND 仕事）、ａ-5（障害児





表 2-1 就労関連記事 
年 主な国の動向 国の動向 
への言及 




1994 エンゼルプラン   Y-1 社会 〇 脳性まひ 
1995   A-1  家庭 〇 ダウン症 
1996   A-2  日曜版 〇 最重度 
  Y-2 解説 〇 ダウン症 
1998 障害児通園 
（デイサービス）事業 




  Y-4 生活 〇 遷延性意識障害児 
1999 新エンゼルプラン   
2002   A-3  くらし 〇 知的障害 
2003 児童デイサービス ◎ A-4  家庭 〇 心身に重い障害 




                                                     
9 キーワードは「障害児 AND 親／保護者 AND 就労／仕事／働」「児童デイサービス AND 就労／仕事／
働」「日中一時支援 AND 就労／仕事／働」「障害児タイムケア」「児童発達支援 AND 就労／仕事／働」「放
課後等デイサービス AND 就労／仕事／働」「障害児 AND 保育園（朝日）／保育所（読売）AND 就労／仕
事／働」「障害児 AND 学童 AND 就労／仕事／働」。 




2005 障害児タイムケア事業       
2006 日中一時支援事業       
2008 厚労省・障害児支援の 
見直しに関する検討会 
    
  
2010 子ども・子育てビジョン       
2012 児童発達支援、放デイ   
2014 厚労省・障害児支援の 
在り方に関する検討会 
 A-6  教育 〇 発達障害 
〇  Y-5 安心 〇 ダウン症 
◎ 
 






2015 子ども・子育て支援新制度 〇 A-8  教育 〇 未記載 
2016 障害者総合支援法 
・児童福祉法改正 
  Y-6 生活 
〇 医ケア児 
2017 第 5 期障害福祉計画・ 
第 1 期障害児福祉計画 
〇 A-9  社会 〇 医ケア児 2 人 
〇 A-10  総合 〇 医ケア児 
 A-11  オピニオン・ 〇 医ケア児 
   記者有論 〇 医ケア児 










医ケア児 2 人 
医ケア児 2 人 
医ケア児 
医ケア児 
〇 A-12  総合 〇 難病・医ケア児 2 人 
〇 A-13  総合 〇 発達障害 












 A-15  教育 〇 滑脳症・医ケア児 




※表 2-1、2 共に、医ケア児の表記がなく、医療的ケアに言及がある場合、（医ケア児）とした。 
※Ａ-1 とＹ-2、Ａ-9 とＹ-７上段、Ａ-12 とＹ-７中段はそれぞれ同一人物。 
※筆者作成。 
 




表 2-2 就労関連の投稿 
年 通し番号 掲載面 就労の可否 子どもの障害種・状態 
1994 a-1 家庭・ひととき △ 知的障害 
1995 a-2 オピニオン・声 〇 精神発達遅滞 
2005 a-3 オピニオン・声 × 気管切開児（医ケア児） 
2008 a-4 オピニオン・声 △ 自閉症 
2010 a-5 オピニオン・声 △ 肢体不自由＋経管栄養（医ケア児） 
2014 a-6 オピニオン・声 〇 ダウン症 
2018 a-7 オピニオン・声 △ 発達障害 
2019 a-8 オピニオン・声 × 自閉症スペクトラム 
※筆者作成。 
 
対象期間 26 年 8 カ月において、朝日・記事は 15 件 18 人、投稿は 8 件 8 人、読売は 8
件 12 人（投稿は 0 件）を取り上げていた。記事は朝日で 1995、1996、2002、2003、2004、
2014、2015、2017、2018 の各年に掲載され、投稿 8 件の内、5 件が記事掲載のない年に
掲載されていた。読売の記事は 1994、1996、1998、2014、2016、2017、2018、2019 の
各年に掲載されていた。両紙共、記事は 2014 年以降、特に 2017 年以降に集中していた。
対象期間 26 年 8 カ月の内、朝日では計 17 年 8 カ月、読売では計 18 年 8 カ月に記事掲載
がなかった。 
 国の動向では、一般施策の学童保育について朝日に 1 件（A-4）、子ども・子育て支援新
制度について朝日に 1 件（A-7）あり、その他は全て障害児に関する国・政府、厚労省、文
部省・文科省の動向への言及だった（調査データの引用は除く）。国の動向に言及した記事
は朝日で 15 件中 9 件、読売で 9 件中 4 件、全 24 件中 13 件と半数以上あった。 
 掲載面は、朝日で日曜版 1 件、家庭 3 件（内、1 件は投稿）、くらし 1 件、生活 2 件、教
育 4 件、社会 1 件、総合 3 件、オピニオン・記者有論 1 件、投稿のオピニオン・声が 7 件




説 2 件、生活 5 件、安心 1 件で、生活での掲載が最も多く、掲載面の変化は見られなかっ
た。 
 就労の可否は、朝日の記事で就労可能が 18 人、投稿で就労可能が２人、就労継続困難が
4 人、就労不可が 2 人、読売で就労可能が 11 人、就労不可が 2 人だった。朝日では就労継
続困難と就労不可の全てが投稿で、記事は全て就労可能事例だった。両紙共、就労可能事
例が大半を占めていた。 
 記載があった子どもの障害種・状態は、朝日の記事で医ケア児 9 人、ダウン症 2 人、発





が各 2 人等だった。読売では医ケア児 10 人、ダウン症 2 人と続いた。記事では両紙共に医
ケア児が中心、次いでダウン症であり、投稿では障害種・状態に偏りはみられなかった。 
 なお、上記の他に障害児の親の就労に言及がある政策・制度、社会資源の解説・情報、
寄稿があった。保育園は読売 1 件、学童保育は朝日 2 件、読売 3 件、障害児タイムケアは
朝日 1 件、放課後クラブは読売 1 件、自治体による預かり事業は読売 1 件（セミナーでの
発言内）、日中一時支援は読売 3 件、児童発達支援は朝日 2 件（同一人物による寄稿）、放
デイは朝日 2 件（内、1 件は寄稿）、読売 1 件であった。寄稿を除いた記事は朝日で計 4 件、
読売で計 10 件だった。 
 
3.3 就労関連記事の記述の検証 








の指摘があった。医ケア児の保育園、学校に関連する困難は 2005 年、2010 年に投稿があ
るが、記事掲載は 2017 年以降だった。記事で「共働き」が使用されたのは、表 3 未記載を



















表 3-1 障害児（医ケア児以外）の母親の両立に関連する社会資源 












ら な い 。（ Y-5 
2014年 7月 15日） 
保育園  この待機児童問題のかげに隠れているが
障害児の保護者にとってはさらに狭き門









2014 年 6 月 1 日） 
「学童落ちた」。（a-7 2018 年 3 月 4 日） 
学校内にも市の学童保育がある。だが、
障害児を受け入れていない。（A-3 2002
年 5 月 31 日） 
（略）障害児を受け入れる学童保育が増
えてきた。（A-4 2003 年 7 月 18 日） 
入所は快諾された。かたくりクラブは、
障害児も積極的に受け入れている。（A-6 











ないという。（a-6 2014 年 6 月 1 日） 
（略）「本人も、とてもいい顔で帰ってく
る。私もこうした場があるので働ける」





















表 3-2 医ケア児の母親の両立に関連する社会資源 





（ 略 ）（ a-3 




た。（A-10 2017 年 1 月 29 日） 
1 年前までは保育園に通っていたが、医療
的ケアが必要になったため、預かってもら
えなくなった。（A-11 2017 年 6 月 1 日） 
医療上のケアの必要な子どもたちの家に
担当者が訪れ、親が働きに出る間、子ども
を預かる。（Y-6 2016 年 10 月 10 日） 
特に、様々な事情で働く女性が増える中、
保育所での受け入れが不十分と指摘する

















年 5 月 14 日） 
結局、石井さんが仕事を犠牲にして学校に
付き添うことで、入学することができた。







ルウェイズ)」を設立。（A-9 2017 年 1









た。（Y-7 2017 年 6 月 13 日） 
昨年暮れに離婚し、自分の子の面倒を見る
には仕事を辞めざるを得なくなったこと
















































期休暇中の営業時間が 8 時間以上の放デイ事業所は 35.9％で、事業所 0 カ所の自治体もあ
り、放デイは就労を保障するものではない。厚労省は就労支援には日中一時支援等を活用


















医ケア児の母親が自治体から、A-11「働きたいってエゴじゃないですか」（2017 年 6 月 1








題と捉えられている可能性がある。朝日では 2017 年の A-11 で記者が医ケア児の父親であ
ることを明かし、医ケア児関連記事 6 件全てが同記者による署名記事（A-9 は共同執筆）で、
生活での掲載がなく、総合等で掲載された。2017 年以降、記事での「共働き」表記が増え、
朝日では「母親の就労」から「共働き」へ問題意識が変わったと推察される。 
 日本新聞協会（2020-a）によると、新聞社・通信社の記者に占める女性の割合は 2020 年
で 22.2％であり、内閣府男女共同参画局（2011；26,80）によると、新聞・編集部門の 1





                                                     
10 厚労省（2016）社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課長通知 障障発 0307 第 1 号 
11 図表 3-10 より算出。 






















































A-1：1995 年 9 月 27 日「パソコン通信で手をつなぐ 働きながら障害児育てる母親たち」 
A-2：1996 年 10 月 13 日「（WAKUWAKU 倶楽部）重い障害の娘と続ける旅」 
A-3：2002 年 5 月 31 日「帰宅時刻 高学年の受け入れ 自治体差くっきり 本社学童保育
調査から（中）」 
A-4：2003 年 7 月 18 日「障害ある子も学童保育 既存施設の受け入れ広がる」 
A-5：2004 年 9 月 29 日「障害児に安心の空間 宿題パソコン…広がる放課後対策」 
A-6：2014 年 2 月 5 日「（いま子どもたちは）放課後の家：5 障害のある子も、ない子も
一緒に」 
A-7：2014 年 7 月 18 日「障害のある子、入園の壁 「普通に申請させて」親が市長に要望
書」 
A-8：2015 年 4 月 10 日「障害児に放課後の居場所を 3 年で倍増、5500 カ所に」 
A-9：2017 年 1 月 16 日「ケア必要な子、受け皿を 人工呼吸器・たん吸引…施設整備の動
き 家族の負担軽減へ」 
A-10：2017 年 1 月 29 日「（360°）医療的ケア児、支える 野田氏「法に明文化、知って
もらう」」 
A-11：2017 年 6 月 1 日「（記者有論）障害児の親として 医療的ケア整備だけでなく 山
下剛」 
A-12：2017 年 6 月 21 日「医療的ケア必要な子、預け先ないから作る 2 児育てる看護師、
施設を開所 茨城」 
A-13：2017 年 12 月 24 日「放課後デイサービス、急増 障害ある子預かり、5 年で 4 倍に」 
A-14：2018 年 5 月 13 日「（いま子どもたちは）学校に行きたい：1 ベッドが教室、宿題
たくさん」 
A-15：2018 年 5 月 14 日「（いま子どもたちは）学校に行きたい：2 義務教育なのに通え
ないなんて」 
ａ-1：1994 年 4 月 6 日「（ひととき）障害児の母は働けぬ？」 
ａ-2：1995 年 9 月 7 日「（声）障害児の親に療育の有休を」 




ａ-3：2005 年 11 月 14 日「（声）気管切開児の環境整備して」 
ａ-4：2008 年 3 月 26 日「（声）自閉症の子よ、働く母許して」 
ａ-5：2010 年 4 月 27 日「（声）障害児の親縛る医療ケア体制」 
ａ-6：2014 年 6 月 1 日「（声）障害児の学童保育も充実して」 
ａ-7：2018 年 3 月 4 日「（声）障害児の学童、継続利用認めて」 
ａ-8：2019 年 3 月 24 日「（声）障害児育てる母に就労支援を」 
 
〇読売新聞 
Y-1：1994 年 11 月 1 日「障害児持つママ頑張って 異色の子育て漫画 調布・井口さんが
自分の体験明るく」 
Y-2：1996 年 10 月 13 日「[顔]障害児を持つ働く女性のパソコン・ネットワークを作った 玉
井真理子さん」 
Y-3：1998 年 3 月 20 日「養護学校でも「経管栄養」を 父母ら訴え、見直しの動き」 
Y-4：1998 年 5 月 12 日「[21 世紀への医療ルネサンス]脳外傷を考える（9）意識障害児に
支援（連載）」 
Y-5：2014 年 7 月 15 日「障害児保育 急がれる拡充 発達支援行う施設が不足」 
Y-6：2016 年 10 月 10 日「[医療ルネサンス]医療的ケア児（2）訪問保育 家族にゆとり（連
載）」 
Y-7：2017 年 6 月 13 日「[生活調べ隊]広がる医療的ケア児通所施設 たんの吸引や胃ろう
など」 
Y-8：2018 年 4 月 19 日「[解説スペシャル]保育園でたん吸引・酸素吸入… ケアあれば 僕
も通える」 






































































jst.go.jp/article/jssw/48/1/48_KJ00004596759/_pdf/-char/ja）社会福祉学、48 巻 1 号、4
2-54 頁、2021.1.7． 
西日本新聞（2019 年 1 月 19 日）「調査報道、全国に拡大 「あな特」スタートから 1 年、
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